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要 旨 脳性麻簿の 股関節!l見臼 を整復 し た 後 の側室事症の進行 に つ い て 調査 し た . 対 象 は 2000�

2009 年 に 脳性麻煉の股関節脱臼 ・ 亜脱 臼 に 対 し 整形外科 的選択的建性 コ ン ト ロ ー ル手 術 + 観血的整

復 + 大腿骨減捻内 反骨切 り 術で整復 し た 37 例 の 内， 術後 l 年以上脊柱の経過 を 追跡 し 得 た 1 2 例 で

あ る . 股関節整復|時の年齢は 4 歳 8 か 月 �14 歳 7 か月 (平均 8 歳 10 か月 ) ， 追跡、期 間 は l 年�8 年 9

か 月 ( 平均 2 年 11 か 月 ) であ っ た . 術後の側室寄進行速度を 求め， 年 に wo 以上の進行を 急速進行群，

5�90 を緩徐進行群， 50 未満を 非進行群 と し た 急速進行群は 5 Wtl， 緩徐進行群 は 1 例， :11=進行群は

6 例で あ っ た . 急速進行群 と 非進行群 を 比較す る と ， 急速進行群 は 股関節整復|時 の年齢が有 意 に 高

く ， Cobb 角 も 大 き い傾 向 に あ っ た .

は じめに

脳性麻蝉の股関節脱臼 は側湾症を 誘発す る こ と

が指摘 さ れて い る . し か し な が ら ， 脳性麻簿の股

関節脱 臼 を 整復 し た 後 に 側室主症が急速 に進行 し た

症 例 を 数例経験 し た . そ こ で， 脳性麻煉の股関節

脱 臼 を 整復 し た 後の側膏症の進行 に つ い て 調査 し

た の で報告す る .

対象および方法

2000 年""'2009 年 に 粕屋新光園で、脳性麻癖股の

関 節 脱 臼 ・ 亜 脱 臼 に 対 し orthopaedic selective 

spasticity-control surgery (OSSCS) + 観血的整復

(OR) + 大腿骨減捻内反骨切 り 術 (DVO) で整復 し

た 37 例 の う ち ， 術後 l 年以上脊柱の経過 を 追跡

し 得 た 12 例 を 対象 と し た . 股関節整復時の 年齢

は 4 歳 8 か 月 ""' 14 歳 7 か 月 (平均 8 歳 10 か 月 ) ， 

追 跡期 聞 は l 年""'8 年 9 か 月 (平均 2 年 1 1 か 月 )

であ っ た . 脳性麻癖の タ イ プ は産性 10 例， 産性 +

ア テ ト ー ゼ、 1 iYtl ， 低 緊張型 l 例， 重症度は gross

motor function classification system (GMFCS) レ

ベ ル N 1 例， レ ベ ル V 1 1 例 で あ っ た .

術後 1""'2 年 の Cobb 角 の 進行速度 (0/年) を 求

め た . 年 に 100 以上の進行を 急速進行群， 5""'90 を

緩徐進行群， 50 未満を 非進行群 と し ， 各群問で側

湾症の進行 に 関連 す る 因子 に 差がみ ら れ る か調査

し た . 選択 し た 因子 は ， 脱臼整復時時の年齢， 整

復前の Cobb 角 ， 1J[U� カ ー ブ、、の パ タ ー ン ， メ ジ ャ ー

カ ー ブの部位， 片側脱臼 に お け る 股関節脱臼側 と

側 脊 の 向 き ， windblown hip deformity に お け る

下肢の 向 き と 側 膏 の 向 き ， 運動能 力 (寝返 り ， 肘這

い ) の 7 項 目 で あ る .

結 果

対 象 全例 で の 側 膏 症 の 進 行 速 度 は 0""'240 /年

(平均 8 . 70 /年) で あ っ た . 100/年 以 上 の 急速進行

Key words : c巴rebral palsy (脳性麻煉) ， dislocation of the hip (股関節脱臼) ， scoliosis (側湾症)
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表 l 急速進行群 5 例

症例 !投整復l時 11生整復前の カ ー ブの
メ ジ ャ ー Jll'í臼 1l1lJ と 下肢の 向 き と

J役整復後の
No 年齢 Cobb fi当 パ タ ー ン

カ ー プの 側室互の 向 き 1Jl1I湾の 向 き 寝返 り 能力 肘這い能力
m陪iJ.!!l行速度部位 (片側脱臼 ) ( windblown) 

l 7 歳 1 1 か月 1 2。 ゲ ブ ル 腰折i l悦臼 側が lよJll副知lが う つ ぶせ ま で 可能 13'/年
官!iJ�凹官!U IJ!lI脊凹側

2 8 歳 1 1 か月 32。 シ ン グル 胸11決稚 う つぶせ ま で 可能 23'/年
9 歳 8 か月

3 1 1 歳 4 か月 40。 シ ン グル 11要柑 IIj�臼側が I;I;J転側が 悦|句 き ま で 不能 17'/年
i日開i凹側 側主主凹骨!II

12 歳 4 か月 38' シ ン グル 腰椎 内転側が 不能 不能 13'/年
14 歳 4 か月 側室苦凸1J1U

5 14 歳 7 か月 1 16。 ゲ ブ ル 胸制L JJ見と1 1l!1Jが I;I;J il到則が 不能 不能 24' /年
。|リ�凹1J!iJ 側室主凹側

表 2. 緩徐進行群 l 例

症例 l投整復"寺 11史整復前の カ ー ブ の
メ ジ ャ ー 11泊臼 Il!U と 下j伎の 向 き と

JJ矧を復後の

No 年齢 Cobb 角 ノ 号 タ ー ン
カ ー ブの 側 室主 の 向 き 側 主主 の 向 き 寝返 り 能力 11す這 い能力

側室苦進行速度
部位 (片側}!ft\I] ) (windblown) 

6 10 歳 7 か月 31。 ダ ブ ル l陶}Nl!f(f 脱臼側が 内転1J!iJが 不能 不能 6'/年
側室事凹側 側主主凹側

表 3. 非進行群 6 例

症例 !没整復l時 JJ史整復前の カ ー ブの
メ ジ ャ ー

No 年齢 Cobb 角 パ タ ー ン
カ ー ブの

部位

7 4 戯 8 か月 不明 シ ン グル 11嬰椎

5 歳 8 か月

8 4 歳 10 か月 8' ダ ブ ル J]'別仕
5 歳 8 か月

9 5 歳 6 か月 35。 ダ ブ ル 11旬縦

10 7 歳 5 か月 不明 ダ ブ ル l胸椎

8 歳 3 か月

1 1  8 歳 4 か月 12。 シ ン グツレ 11射(t

1 2  10 歳 7 か月 30' シ ン グ ル l胸)!射IE

群は 5 例 (表 1 ) ， 5"'90 /年 の緩徐進行群 は l 例 (表

2) ， 50 /年未満 の非進行群 は 6 例 (表 3) で あ っ た .

急速進行群 と 非進行群で側湾症の進行 に 関連す

る 因子 を 比較す る と (表 4) ， 股関節整復時年齢は

急速進行群 7 j歳 1 1 か 月 '"14 歳 7 か 月 (平均 1 1 歳

4 か 月 ) ， �I::進行群 4 歳 8 か 月 "' 10 歳 7 か 月 (平均

6 歳 9 か 月 ) で 有 意差 が あ っ た (Mann-Whi  tney 

test ; p =  . 0285) . 股関節整復前の Cobb 角 は 急速

進行群 12'"1 160 (平均 480 ) ， 非進行群 12"'350 (平

脱臼側 と 下肢の 向 き と
日空抱復後の

側 室主の 向 き 1nu�の 向 き 寝返 り 能力 肘這い能力
側室寄進行速度

(片側脱臼) (windblown) 

粉li l旬 き ま で 不能 4' /年

う つぶせ ま で 可能 。' /年

脱臼側が |大l転側が 不能 不能 。'/年
1J1隅;凸側 1H牌;凸側

う つぶせ ま で 可能 3'/年

脱臼側が l村転側が 不能 不能 2' /年
側湾凹1J1IJ 側室喜凹側

l悦臼側が 内転側が 不能 不能 2'/年
側室苦凹1l1U 側室主凹側

均 210 ) で， 有意差 は な か っ た が (Mann-Whitney 

test ; p = . 1099) ， 急速進行群が大 き い傾 向 で あ っ

た . 非進行群 6 例 の う ち 2 例 で股関節整復前 に脊

柱 X 線 を 撮影 し て い な か っ た の で， も し ， こ の

デー タ が揃 っ て い れ ば有意差 を 生 じ た 可能性があ

る .

側室喜 カ ー ブの パ タ ー ン は 両群 と も シ ン グル カ ー

ブ と ダ ブル カ ー ブが 同数 も し く は シ ン グル カ ー ブ

がやや 多 く ， メ ジ ャ ー カ ー ブの音11位 は両群 と も 腰
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急速進行ltt 5 例 ill'JÍli行群 6 i9U 

股整復時年齢 7 歳 1 1 か 月 � 14 歳 7 か 月 4 歳 8 か 月 � 10 歳 7 か月
平均 1 1 歳 4 か月 平均 6 歳 9 か 月

表 4.
急速進行群 と 非進行群の比較ー

J投整復前の Cobb 角 120 �1 1 6。 120 �35。

平均 48。 平均 21。

カ ー ブのパ タ ー ン シ ン グ、ル 3 例 シ ン グ lレ 3 例
タや フソレ 2 ø-� ダブル 3 例

メ ジ ャ ー カ ー ブの部位 胸中佐 1 例 JJ旬Ht 2 例
JI旬JJ射佐 I 例 胸l阪稚 l 似l
JJ要縦 3 例 JJ2li�佐 3 f9U 

!悦臼 側 と 側室互の 向 き !悦臼側が11H1脊凹側 3 例 JJ見臼側が側室苦 凹111U 2 例
(片側脱8) !悦臼側が側湾凸1HU 1 例

下肢の向 き と 側室事 の 向 き 内 転側 が1l!U湾 凹骨lU 3 例 内転側が側室喜凹1llU 2 例
( windblown ) 
寝返 り 能 力

肘這 い 能 力
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内l回目。が官!日湾凸側 l i9U 内転側が側室富凸側 l 例

う つ ぶせ 2 例 う つ ぶせ 2 例
般向 き l 例 横向 き I 例
不能 2 例 不能 3 例

可能 2 例 可能 2 例
不能 3 例 不能 4 例

図 1. 急速進行群 (症例 No. 3) ， 産性四肢麻癖， GMFC レ ベ ル V (寝返 り 不能)
a : 1 1 歳 4 か月 時. windblown hip deformity がみ ら れ， 右 股 は 内 I伝， 左股 は 外転 し ，

脊柱に は 右側が凹側の側室主 を 認 め た
b ，  c : 1 1 歳 4 か 月 I侍. 右股は脱臼 し て二次臼蓋を形成. 腰椎音fl に 右側凹側の 400 の

側室喜 を 認 め た
d ， e ・ 右股関節 を OSSCS + OR + DVO + 西尾の寛骨臼形成術で整復 し た . 術後 l 年

7 か月 ( 12 歳 1 1 か月 ) ， 股関節の求心性 は良好だが， f則脊 は 810 に進行. 右 大
腿骨抜釘時 に胸!I要縦 OSSCS を 追加 し た .



図 2. 急速進行群 (症例 No. 4) ， 産性四!技!刷。�， GMFCS レ ベ ル V (寝返 り 不能)
a : 12 歳 4 か 月 l時 windblown hip deformity がみ ら れ， 右 は 外ll�， 左 は 内il!Ë し ，

脊柱に は右側凹側の側脊を認め た .
b ，  c :  12 歳 4 か 月 l時. 左股関節 は 臼蓋縁にJI兄臼 し ， 骨頭内側 は扇平化， 骨頭外

側 は 欠損 し 三角状であ っ た . JI旬腰椎 に は右凹側の 38。 の側 湾 を 認 め た .
d ，  e : 左股関節 に OSSCS + OR + DVO を 行 っ た . 術後 2 年 3 か 月 ( 14 歳 4 か

月 ) ， 左股の 求心性 は良好だが， 骨撚側方傾斜のた め右股は内il去 し て脱臼
し ， 側軍事 も 460 に進行 し た .

f ，  g : 右股 OSSCS + OR + DVO， 左大腿骨 抜釘 を 行 っ た . 術後 1 ':'1三 5 か 月 ( 1 5
歳 9 か月 ) ， 両股 と も 求心性は 良好だが， 1HU湾症 は 660 に進行. 右大腿骨
抜釘H寺 に胸)J射'ft OSSCS を 追加 し た .

椎 ・ 胸腰椎が多 か っ た . 片側Jl見 臼 に お け る 股関節

Jl見臼側 と 側萄 の 向 き の 関係 は両群 と も 脱臼側が側

膏凹側が多 く ， windblown hip deformity に お け

る 下肢の 向 き と 側湾の 向 き の 関 係 は 両群 と も 股関

節内転側が側脊凹側が多か っ た . 寝返 り ・ 肘這 い

の運動能 力 は両群 と も 可能 ・ 不可能がほぼ同数で

あ っ た .

症例提示

急速進行群 (症例 No. 3， 図 1 ) ， 産性四肢麻癖，

GMFC レ ベ ル V (寝返 り 不能) . 1 1 歳時 に 右股関

節脱臼 を 指摘 さ れ受 診 し た . windblown hip de-

formity がみ ら れ， 右股は 内]1忌， 左股 は 外転 し ， 脊

柱 に は右側が凹側の側室蓄 を 認 め た . X 線像 で は ，

右股は脱臼 し て 二次 臼 蓋 を 形成 し ， 着替え や夜間

に終痛があ っ た . 腰椎部 に 右 側 凹 側 の 400 の側室ぎ

を 認 め た . 右股関節 を OSSCS + OR + DVO + 西尾

の寛骨臼形成術で整復 し た . 術後 l 年 7 か 月 ( 12

歳 1 1 か月 ) ， 右股関節の求心性は 良好だが， 側室蓄

は 810 に 進行 し ， 右大腿骨抜釘時に 胸腰椎 OSSCS

を 追加 し た .

急速進行群 (症例 No. 4， 図 2) ， 産性四肢麻癖，

GMFCS レ ベ ル V (寝返 り 不能) . 12 歳時に左股関

節脱臼 を 指摘 さ れ受 診 し た . windblown hip de-
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formity がみ ら れ， 右 は 外ll!Ë， 左 は 内転 し ， 脊柱に

は 右側 凹側 の 側室事 を 認 め た . X 線像では， 左股関

節 は 臼蓋縁 に 脱 臼 し ， 骨頭 内 側 は 蔚平化， 骨頭外

側 は 欠損 し 三角 状 を 呈 し ， 左股 を 外転す る と 終痛

が あ っ た . 胸腰椎 に は 右 凹 側 の 380 の側室蓄 を 認 め

た . 左股関 節 に OSSCS + O R  + DVO を 行 い ， 術後

2 年 3 か月 ( 14 歳 4 か 月 ) ， 左股の 求心性 は 良好aだ

が， 骨盤側方傾斜の た め右股は内転 し て 脱臼 し ，

側 萄 も 460 に 進行 し た . 右股 OSSCS + OR + DVO， 

左 大腿骨抜釘 を 行 い ， 術後 l 年 5 か 月 ( 15 歳 9 か

月 ) ， 両股 と も 求心性 は 良好だが， 側室喜症は 660 に

進 行 し ， 右大腿骨抜釘時 に 胸腰椎 OSSCS を 追加

し た .

考 察

脳性麻癖の側脊症の過去の報告 を ま と め る と ，

発生頻度 は 対象 の 年齢や重症度 に よ っ て 8% か ら

86% ま で大 き な差があ る 侃) 発生年齢 に も 幅があ

る が平均年齢は 9 . 6 歳 で あ る 1)-3) 進行速度 に つ

い て は ， 10 歳前後で最 も 進行 し ， 側膏 角 が 400 以

上 に な る と 進行速度が速い 1)2) 側膏の形態 は シ ン

グ、 ル カ ー ブが多 く 41 ， 側室主 の部位 は胸腰椎 に 最 も

多 い6)

今回の調査で股関節脱臼整復後 に側湾症が急速

に 進行 し た 群 は ， 年齢 は 8'" 15 歳 (平均 1 1 歳) ， 
Cobb 角 に は バ ラ ツ キ が あ る が 30"'40。 が多 く 平

均 は 480 で あ っ た . こ れ は脳性麻癖の側膏症が進

行 し や す い年齢や角 度 と 一致 し て い た . し た がっ

て ， 股関節脱 臼 の 整復が側湾の進行 を 加速 し た と

は い え な い

し か し な が ら ， 股関節 を 治療 す る 1"'2 年 の 聞

に 側膏 が急 速 に 進 行 し た も の が 12 例 中 5 例存在
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し た 側 膏 が進 行 し や す い 年 齢 (8'"1 5 歳) で，

Cobb 角 が 30"'400 以 上 の 場 合， 股 関 節 整 復 の 有

無 に かかわ ら ず， 胸腰椎 OSSCS を 行 い 側膏 の 進

行 を 存11 え る こ と が望 ま し い.

結 語

脳性府、癖股関節脱臼 の整復後 に 側膏 が急速 に 進

行ー し た 群は， 股関節整復時の年齢が有意 に 高 く ，

Cobb 角 も 大 き い 傾 向 に あ っ た . 側 室蓄 の進行 し や

す い年齢 (8'" 15 歳) で， Cobb 角 が 30"'40。 以上の

場合， 股 関 節 整 復 の 有 無 に か か わ ら ず， 胸腰椎

OSSCS を 行 い 側 室主 の 進 行 を 抑 え る こ と が望 ま し

し 当
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lAbstract I 
Progression in Scoliosis after Hip Reduction in Cerebral Palsy 

Atsushi Matsumoto， M. D.， et  al. 

Departm巴nt of Orthopaedic Surgery， Shinkoen Handicapped Children's Hospital 

We report the incid巴nce of progression in scoliosis after hip reduction in cer巴bral palsy. A total of 
37 patients with a dislocated or subluxated hips were treated with open reduction and varus 
derotational osteotomy. between 200 and 2009. Of these. 12  patients have b巴巴n followed for a 
duration of 1 2  months or longer. and are included into this study. 1n these. 出e mean follow-up 
duration was 2 y巴ars 1 1  months (range from 1 year to 8 y巴ars 9 months) . Th巴lr m巴an age at 
operation was 8 years 10 months (range from 4 years 8 months to 14 years 7 months) . Progression 
in the Cobb angle was defined as fast where progression was > 100 per year. and as slow where 
progression was from 5 to 90 per year. Progr巴ssion< 50 per year was definecl as no chang巴 Th巴r巴
was fast progression in 5 patients. slow progression in 1 patient. and no change in the other 6 
patl巴nts. Those with fast progression w巴re slightly older than thos巴 with no change. Also. those 
with fast progression showed a preoperative Cobb angle slightly great巴r than those with no change. 
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